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三子塚古墳 みつごづかこふん

86

市指定
所在地：北野

蕪丸城跡（奥谷城跡） 市指定
所在地：殿町

北野池ノ下坪に所在す
る2基の円墳群で、昭和59
年に確認調査が実施され
た。その結果、1号墳は周
囲に濠の巡っていること
が確認され、この周濠を
含めると直径が35ｍに及
び、大規模な古墳である
ことが判明した。2号墳は
周濠を持たず、1号墳に比
べて少し小さい。両者と
も主体部は横穴式石室と
見られ、それぞれ2ｍ程度
の墳丘を持つ。

蕪丸城は別名「奥谷城」
と呼ばれ、波多野氏が築い
た城である（波多野氏につ
いてはP84の「八上城跡」参
照）。波多野氏は蕪丸城を設
けると、その山麓に城下町
を整備するが、これが波多
野氏の行った大規模な城郭
構築と城下町形成の出発点
となった。戦国大名化する
波多野氏の先駆けの城であ
る。
蕪丸城跡は高城山から延
びる稜線尾根先端部に築か
れており、高低2段に曲輪を
築きそれを堀切と竪堀によ
って守る構造となっている。

かぶらまるじょうあと

（おくたにじょうあと）


